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～洪水対応を振り返って～
三国川ダムでは梅雨期や台風シーズンである6月から9月までを洪水期

間と定め、大雨により洪水(※)が発生した際にダムに洪水を貯め込む
防災操作(洪水調節)を行っています。

(※)三国川ダムではダムに流れ込んでくる水の量が毎秒80m3を超える出水を洪水と呼びます。

今年はダムで洪水が起きた回数は2回で、今年最大の出水は7月21日
の梅雨の降雨でピーク時に毎秒約150m3もの水がダムに流れ込み、ダ
ムで毎秒約60m3の水を貯め込みました。その効果として、下流の土沢
橋の水位観測所で約15cmの水位を下げる効果があったと推測されます。

洪水に備えてダムの水位を下げ、容量を空けておきます。 洪水を貯めながら、下流へ水を流します。
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～渇水対応を振り返って～
今年はお盆明けから例年に比べ降雨が少なく、ダムに流れ込んでく

る水量も少ない状況になりました。そのため、8月15日から9月12日

の約一ヶ月の間、三国川ダムに流れ込んでくる量よりも多くの水を放

流をし、上水道や田畑に必要な水を補給しました。放流した量は合計

で約100万m3になります。

今年度は新型コロナウイルスの
影響も有り、しゃくなげ湖祭り
をはじめ、各種イベントが中止
されてきました。その中で、秋
の一大イベントである

”紅葉ウォーク”
が11月1日に開催されました。

秋色に染まったダム湖の景観
を楽しんで頂いたほか、その奥
の十字峡では紅葉で色づいた渓
谷を楽しむこともできました。

来年度も開催予定なので、是
非ご参加ください。

100万m3を身近なもので例えると・・・
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